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の結果 30 代男女と 40 代男女，50 代女性において仕事サポートは仕事から家庭へのエンリッチ
メントとの間に正の関連が見られた。また，30 代男女と 40 代男女において仕事サポートは家庭




の媒介する機能を検証するためにサンプル数を 5000 とするブートストラップ法を実施して 95％



































審査委員会では，以下のような 5 点の評価点が承認されるとともに，今後の課題も指摘された。 
第 1 に，近年，広く知れ渡ってきた「ワーク・ライフ・バランス」研究の流れのもと，Greenhaus 














ー・エンリッチメント研究を実施したことで 30 代から 50 代の男女の心理メカニズムを詳細に検
討したことは，これまで産業・組織心理学研究では見られなかった研究を実施したといえる。 
第 3 に，ワーク・ファミリー・エンリッチメントの促進要因に関する COR 理論（conservation 
of resources theory: Hobfoll, 1989, 2002）の一定の妥当性を示すことができたことである。COR
理論とは，ソーシャルサポートなど，広くワーク・ライフ・バランスに影響を及ぼす社会的資源
のあり方に関する理論である。しかし，わが国においては，ワーク・ファミリー・エンリッチメ
ントに対する COR 理論を適用した研究を行った知見は，本論文のもととなった原（2018a, 2018b）
の研究に留まっており知見の蓄積が非常に少なかった。このようなわが国の研究状況の中，研究










第 4 に，ワーク・ファミリー・エンリッチメントの媒介効果が確認されたことである。研究 2




































第 4 に，ワーク・ファミリー・コンフリクトも同時に扱った研究の必要性である。研究 1 の弁
別的妥当性において明らかになったように，ワーク・ファミリー・エンリッチメントとワーク・
ファミリー・コンフリクトは対立的概念ではない。今後，ワーク・ファミリー・コンフリクトと
ワーク・ファミリー・エンリッチメントを同時に扱い，規定要因や結果要因を明らかにすること
は，新たな視座をワーク・ファミリー・バランス研究に導くものであろう。 
第 5 に，サンプルに関する限界点である。本論文では，日本語版ワーク・ファミリー・エンリ
ッチメント尺度の作成には，仕事と家庭を意識しやすい保育園の園児の保護者を調査対象者とし
ている。しかし，家庭から仕事への感情の歪度と尖度の内容など育児期の男女だからこそ生じる
サンプル特性が確認されている。今後はサンプル特性をより近づけるなどの再検討が必要と考え
られる。 
第 6 に，収入や学歴など社会経済的要因の関係性を含めたワーク・ファミリー・エンリッチメ
ント研究の必要性である。仕事と家庭生活のバランスがうまく取れている場合，役割間の資源と
活用ができていると考えられるが，その資源の獲得には経済的要因が影響してくると想定される。
多様な家族形態や収入幅が大きくなっているわが国の社会・家族状況を鑑みるとワーク・ファミ
リー・エンリッチメント研究において仕事と家族の基本的な要因を捉えた研究が必要である。今
後，検討をしていく場合には家庭環境や社会経済的要因を取り入れて学歴や収入別にワーク・フ
ァミリー・エンリッチメントとの関連の検討を実施することが必要であろう。 
 
 以上のような本研究の限界点の指摘は，しかしながら，今後の課題として捉えられるべきもの
と考えられた。最終的には，今後の課題の出発点としての意義を認め，今後の議論，検証につな
げていくものであることを確認するとともに，課程博士論文としては十分な要件を満たしている
ことを確認した。 
以上により，審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
